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論 文 内 容 の 要 旨 
本論文の目的は、大阪都市圏における近郊住宅地を対象として、これまでの個別敷地対応の規制で発生している住
環境整備上の問題・課題を明らかにした上で、持続的変容による市街地整備のあり方を探ることである。 
 ２章では、大阪都市圏における近郊住宅地を、土地区画整理、耕地整理、電鉄会社による住宅地開発、といった開
発・形成過程ごとに取り上げた。そして各自治体や地区における住環境問題への対応を考察した。また、海外の都市
近郊住宅地を取り上げ、大阪都市圏における近郊住宅地と比較した結果、より強力なイニシアチブで規制を進めてい
ること、個別敷地に対する数値規制だけでなく周辺環境との調和や地区の戦略といった観点から開発許可の審査をし
ていること、が明らかとなった。 
３章では、２章で考察した、開発経緯が異なる近郊住宅地の各グループから典型的な地区を調査対象として、マン
ション化による建物の建ち並び方の変化を街区レベルで検討した。街区単位・住宅形式別での建物の建ち並び方の比
較における提案指標の有効性が確認されたとともに、地区特性によって異なる問題・課題があることが明らかになっ
た。小規模宅地で構成される背割街区における問題としては、小規模マンションによる中高層化での住環境侵食に対
し、単純に高さ規制を強化すると、容積率確保のため、街路側・街区内側といった水平方向への建て詰まりを助長し
てしまうことが挙げられる。また、耕地整理による大割街区や戸建住宅が広い宅地面積を有する地区では、大規模マ
ンションが建設されやすく、巨大規模のマンションや高層マンションは、地区の空間構造へのインパクトが大きく、
地区の住環境を急変させてしまう。 
４章では、調査対象地区における街路側空地の利用状態に関して、以下の項目を明らかにした。①街路側における
空地確保の状態が、マンション化によりどのように変化しているか。②街路側空地の、緑地や駐車場といった用途に
着目した利用状態。③特に駐車場に着目し、駐車場の設置のされ方、その街路側への現れ方を詳細に点検した。その
結果、小規模マンションでは、狭い街路側空地の多くを駐車場が占め、緑地は非常に少ないことが明らかとなった。
また、大規模マンションでは駐車場が街路側に多く露出するケースと、逆のケースがあり、これには緑化基準の影響
が大きいことが分かった。 
 ５章では、本研究の主な成果をとりまとめた。 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
本論文は、大阪都市圏においてマンション化しつつある近郊住宅地を対象として、建物の建ち並び方と街路側空地
の利用状態という側面から住環境の実態を眺め、これまでの個別敷地対応の部分規制のもとで発生している問題・課
題を明らかにした上で、段階的・持続的市街地整備のあり方を探ったものである。 
 1章で研究の背景と目的及び位置づけを示し、２章では、大阪都市圏における近郊住宅地を開発・形成過程から類
 －250－
 －251－
型化して、それぞれの類型毎に自治体や地区における住環境問題への対応をレビューしている。また、メルボルンを
中心として海外事例を取り上げ、大阪都市圏における近郊住宅地と比較した結果、より強力なイニシアチブで、周辺
環境との調和や地区の戦略といった観点から規制・誘導を行っていることを明らかにしている。 
３章では、各類型から6地区を選定して、マンション化による建物の建ち並び方の変化を街区レベルで検討してい
る。ここでは、街区形状と敷地規模によってマンション化の実態が異なること、高さ規制がひきおこす建詰まりの問
題、大規模マンションと既存低層住宅とのボリュームの落差の問題を、新たに考案した指標によって定量的に明らか
にしている。 
４章では、マンション化に伴う街路側空地の量と利用状態の変化、街区全体での駐車場の状態を分析している。こ
こでは、大規模マンションで駐車場が内側に設けられ街路側に緑地が確保されるのに対して、小規模マンションで狭
い街路側空地の多くを駐車場が占め緑地が削られることを明らかにして、諸基準、とくに小規模マンションでの駐車
場設置基準のあり方を問題点として指摘している。 
 ５章では、本研究の主な成果をとりまとめ、小規模宅地で構成される背割街区における容積率設定が高すぎること、
大規模宅地で構成される背割街区では現状の規制がアンバランスであること、奥行きの深い街区に大規模マンション
が建つ際にはエリア・マネジメントにもとづくより強力な指導が求められることを、結論としている。 
本論文は、街区住環境を諸要素のバランスととらえ、建築計画的視点に立って都市計画的規制・誘導のあり方を問
題にした点に特徴があり、この点から幾つかの有用な示唆を得ている。したがって、本論文の著者は、博士（工学）
の学位を受ける資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
 
